








要約 

新生児ならびに 1ヵ月齢乳児の血清中ビタミンK濃度は成人に比べて低値である。そこで

われわれはビタミンK依存性蛋白の主たる産生場所である肝組織中のビタミン K含量を測

定し,ビタミン K備蓄量を検討した。その結果,出生後 24 時間以内に死亡した新生児肝組織

中からはK1の他,MK-4,-7,-8が見出されたがその含量は成人に比してきわめて低値であっ

た。また,乳幼児突然死症候群で死亡した 1 ヵ月と 4 ヵ月の乳児の肝組織中のビタミン K

含量も成人に比べて低値であった。死亡前 10日以内にビタミン K2 製剤が投与されていた

3例の肝組織中のMK-4含量はきわめて高値であったがK2投与83日後の例では非投与例と

の間に差が見出されなかった。 


